
※平成24年7月実施。3,000人の区民を無作為抽出し、1,384人から回答を得ました。

（％については、小数点第2位を四捨五入）
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「地産地消」の「いいコト」を再発見！
ぜひ皆さんの食卓に「泉区産の」農産物を

身近にあります！「泉区産の農産物」の販売店。
新鮮な農産物を手に取ってみてください。

　農産物常設直売所である
泉区ファーマーズマーケッ
ト“ハマッ子”は野菜や果物
だけでなく、花や加工品、卵
も取り揃えています。

　区内生産者の庭先や畑では、数
多くの直売所が設置されていま
す。また、区内JA横浜の支店前の
直売所でも購入でき、生産者との
交流も持つことができます。

　スーパーでも地産地
消コーナーを設けてい
るところもあり、普段の
買い物と合わせて購入
できます。

地産地消の必要性
については、「必要
だと思う」「ある程
度必要だと思う」を
合わせて9割を超
えています。

スーパー、青果店の
利用と同じくらい
直売所を利用して
おり、泉区民の直売
所利用率が高いこ
とが分かり
ました。

日常生活の中で地産地消がどの程度必要だと思いますか

新鮮な旬の農産物が、
身近で手に入る

鮮度

農産物の運搬距離が短く、
CO2の排出量削減に貢献

環境

生産者の顔が見え、
安心・安全

安全

生産者と消費者の交流が、
地域を元気にする

地域
消費者の声を聞き、

農家の生産意欲が高まる

生産者

泉区マスコットキャラクター「いっずん」

アンケート◆泉区民の地産地消に対する意識は？【区民意識調査の結果から】

必要だと思うある程度
必要だと思う

あまり必要だと
     思わない

必要ではないと思う
メルカートなどJAの常設直売所

泉区ファーマーズ
マーケット“ハマッ子”

農家で開設して
いる直売所
スーパー、
青果店など

祭り・イベント会場

その他・購入していない・無回答など

定期的な朝市等での販売

無回答

区内で生産された農産物は、どこで購入していますか (複数回答)

　泉区は、
経営耕地面

積は市内第
1位(約31

8ha)、

農家数が
第3位(4

61戸)と
農業がと

ても盛ん
で

す。農業が
貴重な地域

資源のひと
つとなって

おり、

市民グルー
プや福祉団

体による農
を通じた活

動も

活発に行わ
れています

。

貴重な地域
資源　泉区

の農業

貴重な地域
資源　泉区

の農業

泉区ファーマーズマーケット“ハマッ子”

身近な直売所

地域の店舗

1ページ………地産地消とは？／泉区の農産物はどこで買えるの？／地産地消に対する意識調査結果

4ページ………泉区ファーマーズマーケット“ハマッ子”
2・3ページ……未来を担う子どもたちに泉区の「農」を伝える活動／泉区農業応援隊／よこはま地産地消サポート店



　横浜市では『食』を通して、健康と豊かな人間性を育み、高めるこ
とを目的に食育の推進をしています。小学校では給食の時間を活
用し、正しい食生活や食の安全、地産
地消などについての理解を深める機
会を作っています。泉区内の小学校
で活躍する栄養士で組織する栄養職
員研究部では、子どもたちに市内で
生産された農産物を食べてもらいた
いという思いから研修会を開き、給
食への取り入れ方について研究をし
ています。

　毎年11月の地産地消月間に合わせ、泉区内の学校給食の取
組として、泉区産農産物にこだわった「泉区ランチ」を提供し
ています。子どもたちは給食を食
べるだけでなく、校内放送など
で、食材の解説や農産物の旬、栄
養について説明を聞き、「地場産
農産物を食べる意味」を学んでい
ます。今年は、区内の多くの学校
で10～11月にかけて区内産の
「柿」が登場するとのことです。

　貴重な農地が広がる泉区では、子どもたちが「農」にふれあう場
にも恵まれています。区内の各学校では、農作業体験を通じた食育
の取組を行っています。子どもたちは、実際に農作業を体験するこ
とで、野菜が育つ過程や大変さ、食べ物の大切さを学んでいます。

　小学校から少し離れた中田町にある畑では、
2年生のクラスがさつまいもを植えています。
植えつけは6月に行い、夏休み中にぐんぐ

んとつるが伸びて成長をしたよう
です。取材をした日は、さつま
いも畑に生い茂っていた雑草
を子どもたちが抜き取る作業
をしていました。
　作業の前に先生からさつま
いもの成長について説明を聞
き、さつまいもの苗を間違って

抜かないよう気をつけながら、元気
いっぱいに雑草を抜いていました。生

活科の時間の一環とあって、さつまいもの葉の形や成長度合も
じっくりと観察。最後にみんなで「大きくなぁれ」「大きくなぁれ」
と声をかけました。収穫は11月の
予定、さつまいもが立派に育つの
が楽しみです。

　泉区農業応援隊は、農に親しみながら、高齢化や担い手不足に悩
む泉区等の農家の農作業支援を行うことを目的に活動しているボ
ランティア団体です。農業支援のボランティアに興味がある方は、
下記までお気軽にご連絡ください。

学校給食に、市内産の野菜 子どもたちに、農作業体験の機会
 西が岡小学校の取組区内の小学校では、学校給食に市内産野菜を

積極的に取り入れています

 

取材した西が岡小学校のこの
日の献立は「なすの中華いた
め」。市内産のなすを、何と約
450個も使っています。市内
で採れた野菜であることをこ
どもたちに分かるように説明
書きも添えています。

▲オクラ、ピーマンの
　収穫の様子

▲昨年度の「泉区
ランチ」で提供さ
れた泉区産のは
まポークを使っ
た豚の角煮丼

▲西が岡小学校の給食の様子。給食を作って
くれた方や生産者の方に感謝をこめて「いた
だきます！」と大きな声が聞こえました。

子どもたちの頑張りでこんなにきれいになりました

泉区内には、約6種類程
度の柿の木が植えられて
います！

日々、お手伝いをしてい
る畑をバックに農家さん
と応援隊員で

▼学年全員で一斉に作業をしました。
間違って、さつまいもを抜かないよう
に慎重にテキパキと。子どもたちの
目は真剣そのものです。



横浜
市内

　横浜市では地産地消を進めるために、市内産の農畜産物を使ったメニューを提供する飲食店等
を募集し、「よこはま地産地消サポート店」として登録、市のホームページでPRしており、市内77
店が登録しています。（平成24年9月末時点）

弁当・惣菜  彩
いろどり

和泉町3857‒10‒103
805‒0020
10時～20時
（土曜日のみ19時）
日曜・祭日　　
1台

「よこはま地産地消サポート店」とは？

パン工房 Baby leaf
中田東1‒23‒11
（踊場駅徒歩3分）
803‒9871
9時～18時30時
水・木・金・土曜
3台

横濱アイス工房 ゆめが丘店
和泉町982‒1
（下飯田駅徒歩10分）
800‒5353
11時～17時
月曜
15台

うず潮  小川
和泉町5735‒14
（いずみ野駅徒歩1分）
803‒8828
17時～23時
※ランチ予約制
水曜

おさかな広場
新橋町1177‒1（弥生台駅・
緑園都市駅より徒歩10分）
812－7111
17時～23時
月曜
2台

珈琲園
弥生台26‒5（弥生台駅徒歩2分）
812‒3131
10時～19時（月水金土は
21時まで営業）
第３火曜日
2台

フランス菓子 ラ フォンティーヌ
和泉町3701
（いずみ中央駅徒歩4分）
0120‒554‒014
10時～20時
第3水曜、元日
有

そば処  宮島
和泉町4636‒2区役所4Ｆ
（いずみ中央駅徒歩3分）
800‒2523
11時～15時
土曜・日曜・
祝日

住所 電話番号 営業時間 定休日 駐車場

「よこはま地産地消
サポート店」の対象

横浜市内で食品衛生法の飲食店営
業等の必要な許可を受けている料
理店、一般食堂、レストラン、仕出し
屋、総菜屋、弁当屋、農産加工業者

◆所在地が横浜市内にあり、横浜市
の地産地消の趣旨に賛同し、市内
産の農畜産物を活用していること

◆推薦者(生産者、出荷組合、農協、市
場、仲卸業者)の推薦書の提出があ
ること

◆市内産農畜産物を活用している
ことを店頭やメニューに表示し
ていること

登録の用件

◆市内産農産物を積極的に活用し、
市民にその良さを紹介し、地産地
消の推進に努めます

サポート店の役割

登録については、

にご相談ください

登録手続き

横浜市のホームページ「横浜で地産
地消」情報サイ
ト、「はまふぅど
ナビ」等の情報
誌に掲載して
PRします

登録店への支援策

「よこはま地産地消サポート店」とは？

環境創造局農業振興課

はまふぅどナビ
には市内の地
産地消情報が
掲載されてい
ます。

泉区内の登録店舗（10店舗）

　和泉川沿いの住宅地にひっそりたたずむ隠れ家のようなお店。
　女性オーナーが一人で全てを手がける「菜々遊亭みわ」では、手入れの届い
た庭を眺めながら落ち着いた時間を過ごすことができます。また、旅行好き
のオーナーが集めた品々がインテリアとして光っています。
　月別に変わるメニューには、オーナーの陶芸の器に盛りつけられた地元の
野菜にこだわったコース料理が並びます。
　オーナーの愛する「ふるさと」を感じることができる渾身の料理が待って
います。

菜々遊亭 みわ（さいさいゆうてい みわ）

和泉町1258　　804‒6663
17時30分～22時  （予約制）　　
火曜・第1、3月曜　　18席　　4台

子どもたちの頑張りでこんなにきれいになりました

◆弁当・惣菜 ◆パン ◆アイス・ジェラート

◆居酒屋 ◆居酒屋

◆喫茶店 ◆洋菓子

◆そば・定食

彩弁当
1,050円～
（バージョン
アップ可能）

グラウンドキッチン あすか

下飯田町1624‒1
（ゆめが丘駅徒歩1分）
9時30分～17時
年中無休（年末年始を除く）　　
35台

◆軽食

泉区ファーマーズマーケット
“ハマッ子”内で販売中

泉区ファーマーズマーケット“ハマッ子”
★販売日…金・土・日・月曜日

バターブレッド
270円

紫いもの
ジェラート
300円

はまぽーくと
エリンギの
黒ゴマパスタ 
890円

地産地消にこだわったコース料理（イメージ）

豚しゃぶとたっぷり
野菜のおろしあんかけ
700円

横濱やきそば
300円

（メニューは
日替わりです）

蕪の
アミューズ
378円

かぶ

出し巻き玉子
700円

地場大根の
和え物と
秋刀魚の
メンチカツ
580円



●いずみ自慢についてのご意見・ご質問がございましたら
　右記担当までご連絡ください。

編集・デザイン：（株）オープン
印刷：株式会社神奈川新聞社
協力：

　泉区役所と横浜農業協同組合との協働により開設された常設直売
所、泉区ファーマーズマーケット“ハマッ子”では、泉区内で生産され
た、とれたて・新鮮な農産物を中心に販売しています。トマトやピー
マン、キャベツなどおなじみの農産物だけでなく、各農家が工夫をこ
らして生産しているめずらしい品種の野菜なども並びます。ちょっ
と変わった野菜の売り場には、その味をより楽しめるレシピが置い
てあることも。この機会に、めずらしい野菜の調理にチャレンジして
みるのもおススメです。

　スイスチャードは、ほうれん草に似た葉菜で、和名で
は不断草と呼ばれています。日本
では、沖縄で冬野菜として多く栽
培されています。特徴は、鮮やかな葉
軸！赤、黄、紫、白などの色彩を放ち、シャキシャキし
た食感があります。まだまだ知名度は高くない野菜
ですが、天ぷらや炒めもの、パスタやグラタンなどに
最適です。

秋から冬にかけては葉物野菜や根菜類が中心です

秋から冬にかけての野菜は、食物繊維が多い根菜類や免疫力を高め
てくれる野菜が多くお店に並びます。寒くなる季節には、体が温ま
る鍋などに野菜をたくさん取り入れてみましょう！

◆スイスチャード

　最近は、色々な料理で取り入れられてい
る空心菜。東南アジアで多く栽培されてい
ますが、横浜でも栽培している農家が見ら
れます。炒め物の中華料理やエスニック料
理に利用されますがお味噌汁の具や
天ぷらなど和風にもアレンジできます。

◆空心菜

　見た目は、普通のじゃがいもですが、中味
はまるでさつまいもような黄色が特徴。茎が
丈夫なため、機械での収穫が難しく、手作業
での収穫がメイン。そのため個数が少なく、
市場に出回らないため、直売所ならではの
じゃがいもです。味はとても甘く、肉じゃが
やカレーなどにぴったりです。

◆レッドムーン

　ぬき菜とは、野菜を大きく栄養たっぷりに
育てるために行う「間引き」の際に抜かれた
成長途中の葉のことです。スーパーでは、成
熟した白菜が販売されていますが、農家が直
接持ち込む直売所では、時々見かけます。
青々とした葉は、和え物や浅漬けにすると美
味しいです。

◆白菜のぬき菜
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